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□

要

旨

﹃
古
事
記
﹄
仲
哀
記
に
み
ら
れ
る
﹁
共
与
天
地
﹂
に
つ
い
て
現
行
諸
注
の
う
ち
︑﹃
新
編
全
集
﹄
を
除
く
諸
注
釈
書
は
﹁
天
地
ノ
ム
タ
﹂
と
訓
じ

て
い
る
︒
こ
れ
は
﹃
古
事
記
伝
﹄
の
指
摘
以
後
︑
諸
注
釈
書
が
こ
れ
を
採
用
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
︒
と
こ
ろ
が
︑
こ
の
箇
所
に
対
す
る
古
写
本
は

悉
く
﹁
天
地
ト
ト
モ
ニ
﹂
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
︒

諸
注
釈
書
が
こ
の
箇
所
を
﹁
天
地
ノ
ム
タ
﹂
と
読
む
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
﹃
万
葉
集
﹄
の
用
例
︵﹁
浪
之
共
︑
風
之
共
︑
可
是
能
牟
多
﹂

な
ど
︶
は
︑
い
ず
れ
も
﹁
名
詞
＋
ノ
︵
若
し
く
は
カ
︶
＋
共
﹂
と
い
う
表
記
を
以
て
い
る
特
徴
が
あ
る
︒
も
し
︑
仲
哀
記
に
お
け
る
﹁
共
与
天
地
﹂

を
﹁
天
地
ノ
ム
タ
﹂
と
読
も
う
と
す
る
な
ら
ば
︑
そ
の
表
記
は
﹁
天
地
＋
之
＋
共
﹂
の
よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ
る
︒
こ
れ
は
﹃
万
葉
集
﹄
が
倭
文
︵
日

本
語
＝
名
詞
＋
助
辭
＋
共
︶
を
︑﹃
古
事
記
﹄
が
漢
文
︵
共
＋
助
辭
＋
名
詞
︶
の
性
格
を
現
わ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
つ
ま
り
︑﹃
古
事
記
﹄

の
用
例
は
訓
読
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

こ
の
よ
う
に
︑
万
葉
集
の
用
例
と
の
比
較
︑
そ
の
表
記
上
か
ら
み
て
︑
こ
れ
を
﹁
ム
タ
﹂
と
訓
じ
る
よ
り
む
し
ろ
古
写
本
に
あ
る
よ
う
に
﹁
ト

モ
ニ
﹂
と
訓
じ
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

□

キ
ー
ワ
ー
ド

む
た

共
与

古
事
記

古
事
記
伝

万
葉
集
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一
．
は

じ

め

に

﹃
古
事
記
﹄
仲
哀
記
・
神
功
皇
后
の
新
羅
侵
略
の
段
に
︑

於
是
其
國
王
畏
惶
奏
言
︑
自
今
以
後
︑
隨
天
皇
命
而
︑
爲
御
馬
甘
︑
每
年
雙
船
︑
不
乾
船
腹
︑
不
乾
柁
檝
︑

共
与
天
地
︑
無
退

仕
奉
︒

と
い
う
記
事
が
み
ら
れ
︑﹁
共
与
天
地
﹂
を
以
て
﹁
天
地
ノ
ム
タ
﹂
と
訓
じ
て
い
る
︒
こ
の
箇
所
﹁
共
与
﹂
の
表
記
に
対
す
る
異
同
は
見

当
た
ら
な
い
が
︵

︶
︑
訓
異
同
は
確
認
で
き
る
︵

︶
︒﹁
ム
タ
﹂
と
い
う
訓
は
﹃
古
事
記
伝
﹄
に
﹁
共
與
天
地
は
︑
天
地
能
牟
多
と
訓
べ
し
︑
⁝
み

1

2

な
与
共
と
云
こ
と
を
︑
能
牟
多
と
云
り
︑
古
言
な
り
︑
云
々
﹂
と
い
う
指
摘
が
あ
り
︑
古
語
に
基
づ
い
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
︒

し
か
し
︑
同
表
記
︵﹁
共
与
﹂
︶
を
以
て
﹁
ト
ト
モ
ニ
﹂
と
訓
じ
て
い
る
例
︵
後
述
︶
も
確
認
で
き
る
︒
こ
の
よ
う
に
﹁
共
与
﹂
と
い
う

表
記
を
以
て
﹁
ノ
ム
タ
﹂
の
み
な
ら
ず
﹁
ト
ト
モ
ニ
﹂
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
以
上
︑
何
に
基
づ
い
て
訓
じ
ら
れ
た
の
か
に
つ

い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
︒
そ
し
て
︑﹁
共
﹂
と
﹁
与
﹂
の
一
文
字
で
は
な
く
︵

︶
︑﹁
共
与
﹂
の
熟
字
訓
で
﹁
ム
タ
﹂
と
訓
じ
て
い
る
こ
と

3

は
︑﹁
共
﹂
あ
る
い
は
﹁
与
﹂
字
自
体
が
持
っ
て
い
る
意
味
で
は
な
い
他
の
意
味
を
表
わ
す
の
か
︑
こ
の
訓
︵
ム
タ
︶
と
ど
の
よ
う
な
関

連
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
た
い
︒
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二
．
﹁
共
与
﹂
の
表
記

二
．一
﹁
共
与
﹂
に
対
す
る
研
究
史

﹁
共
与
﹂
に
対
す
る
訓
は
兼
永
本
︵
十
六
世
紀
書
写
︶
を
は
じ
め
と
す
る
古
写
本
で
は
ひ
と
し
く
﹁
ト
ト
モ
ニ
﹂
で
︑
異
同
は
な
い
が
︑

﹃
古
事
記
伝
﹄
は
﹁
ノ
ム
タ
﹂
と
訓
じ
て
い
る
︒
と
こ
ろ
が
︑
現
行
諸
注
の
う
ち
︑
最
新
の
﹃
新
編
全
集
﹄
を
除
く
諸
注
釈
書
は
︵﹃
古
事

記
伝
﹄︑﹃
岩
波
大
系
･古
事
記
祝
詞
﹄︑﹃
全
集
･古
事
記
／
上
代
歌
謡
﹄︑﹃
古
事
記
全
註
釈
･中
巻
篇
︵
下
︶﹄︑﹃
新
潮
日
本
古
典
集
成
･古
事
記
﹄︑﹃
新
訂
版

古
事
記
﹄︑﹃
神
道
大
系
･
古
典
註
釈
編

︵
古
事
記
註
釈
︶﹄︑﹃
新
編
全
集

･
古
事
記
﹄
な
ど
︵

︶
︶︑
こ
の
箇
所
﹁
共
与
﹂
を
﹁
ノ
ム
タ
﹂
と
訓
じ
て

1

1

4

い
て
︑
こ
れ
は
い
ず
れ
も
﹃
古
事
記
伝
﹄
の
訓
を
そ
の
ま
ま
承
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒

ノ
ム
タ

ト
ト
モ
ニ

写
本
･版
本

兼
永
本
︵
鈴
鹿
本
︶︑
春
日
本
︑
前
田
本
︑
曼
珠
院
本
︑

猪
熊
本
︑
寛
永
版
本
︑
延
佳
本

注
釈
書

﹃
古
事
記
伝
﹄︵
一
七
九
八
︶

﹃
岩
波
大
系
﹄︵
一
九
五
八
︶

﹃
全
集
﹄︵
一
九
七
三
︶

﹃
全
註
釈
﹄︵
一
九
七
九
︶

﹃
新
潮
古
事
記
﹄︵
一
九
七
九
︶

﹃
新
訂
版
古
事
記
﹄︵
一
九
八
六
︶

﹃
神
道
大
系
﹄︵
一
九
九
〇
︶

﹃
国
史
大
系
﹄︵
一
九
九
八
︶

﹃
新
編
全
集
﹄︵
一
九
九
七
︶

共
与
︵
ム
タ
︶
攷
︵
金
︶
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﹃
新
編
全
集
﹄
が
﹁
ト
ト
モ
ニ
﹂
を
採
用
し
た
の
は
古
訓
に
照
ら
し
て
正
鵠
を
射
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
︑
一
方
で
︑
宣
長
が
何
を
根

拠
に
し
て
︑
当
該
﹁
共
与
﹂
を
﹁
ノ
ム
タ
﹂
と
訓
読
し
た
の
か
は
︑
形
式
名
詞
﹁
ム
タ
﹂
の
特
殊
性
に
照
ら
し
て
考
え
て
お
い
た
方
が
よ

い
と
思
わ
れ
る
︒
ま
ず
︑
宣
長
が
何
を
根
拠
に
し
て
こ
の
箇
所
を
﹁
ノ
ム
タ
﹂
と
訓
じ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
み
た
い
︒﹃
古
事
記
伝
﹄

に
は
︑共

與
天
地
は
︑
天ア
メ

地ツ
チ

能ノ

牟ム

多タ

と
訓
べ
し
︑︻
天
地
登
共
爾
ト
訓
む
も
︑
あ
し
き
に
は
非
ず
︑︼
万
葉
二
に
︑
浪
之
共

ナ
ミ
ノ
ム
タ

︑
彼カ

綠ヨ
リ

此カ
ク

依ヨ
ル

︑
又
︑

風カ
ゼ

之ノ

共ム
タ

︑
靡
ナ
ビ
ク
ガ

如
ゴ
ト
ク

︑
四
に
︑
浪
之
共

ナ
ミ
ノ
ム
タ

︑
靡
ナ
ビ
ク

珠タ
マ

藻モ

乃ノ

︑
九
に
︑
神カ
ミ

之ノ

共ム
タ

荒
競

ア
ラ
ソ
ヒ

不
勝
而

カ

ネ

テ

︑
十
に
︑
峯ヲ
ノ

上ウ
へ

爾ニ

︑
零フ
リ

置
オ
ケ
ル

雪ユ
キ

師シ

︑
風カ
ゼ

之ノ

共ム
タ

︑

此
間
コ
コ
ニ

散チ
ル

良ラ

思シ

︑
十
二
に
︑
風カ
ゼ

之ノ

共ム
タ

︑
雲ク
モ

之ノ

行ユ
ク

如ナ
ス

︑
十
五
に
︑
可カ

是ゼ

能ノ

牟ム

多タ

︑
与ヨ

世セ

久ク

流ル

奈ナ

美ミ

尓ニ

︑
又
︑
君キ
ミ

我ガ

牟ム

多タ

︑
由ユ

可カ

麻マ

之シ

毛モ

能ノ

乎ヲ

な
ど
あ
る
︑
み
な
与
共

と
と
も
に

と
云
こ
と
を
︑
能ノ

牟ム

多タ

と
云
り
︑
古
言
な
り
︑
書
紀
神
代
巻
に
︑
寶
祚
之
隆

ア
マ
ツ
ヒ
ツ
ギ
ハ

︑
當
與
天
壤
無
窮
者
矣

ア
マ
ツ
チ
ノ
ム
タ
ト
キ
ハ
カ
キ
ニ
サ
カ
エ
マ
サ
ム

︑

万
葉
二
に
︑
天ア
マ

地ツ
チ

与ト

︑
共
ト
モ
ニ

将
終

ヲ
ヘ
ム

登ト

︑
念
オ
モ
ヒ

乍ツ
ツ

︑
奉
ツ
カ
ヘ

仕
マ
ツ
リ

之シ

︑
情
コ
コ
ロ

違タ
ガ

奴ヌ

︑
出
雲
國
造
神
賀
詞
に
︑
明ア
ラ

御ミ

神カ
ミ

能ノ

大オ
ホ

八ヤ

島シ
マ

乎ヲ

︑
天ア
メ

地ツ
チ

日
月

ツ
キ
ヒ

等ト

共ト
モ

爾ニ

︑
安
ヤ
ス
ケ

久ク

平
タ
ヒ
ラ
ケ

久ク

知シ
ロ

行
シ
メ
サ

牟ム

︑
云
々
︒

︵﹃
本
居
宣
長
全
集

第
十
一
巻
古
事
記
伝
︵

︶
﹄
︶

5

と
あ
り
︑
宣
長
は
﹃
万
葉
集
﹄
の
﹁
浪
之
共
︵
ナ
ミ
ノ
ム
タ
︶︑
風
之
共
︵
カ
ゼ
ノ
ム
タ
︶︑
可
是
能
牟
多
︵
カ
ゼ
ノ
ム
タ
︶﹂
を
根
拠
と
し
て
﹁
ノ

ム
タ
﹂
と
訓
じ
る
べ
き
だ
と
指
摘
し
て
い
る
︒
確
か
に
用
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
﹁
ト
ト
モ
ニ
﹂
と
訓
じ
る
箇
所
で
は
な
く
﹁
ノ

ム
タ
﹂
と
訓
じ
る
べ
き
箇
所
で
あ
る
︒
こ
の
点
に
つ
い
て
は
︑
た
と
え
ば
︑
仙
覚
が
︑

浪
之
共

此
句
古
點
ニ
ハ
︑
ナ
ミ
ノ
ト
モ
ト
點
ス
︒
イ
マ
ハ
ナ
ミ
ノ
ム
タ
ト
點
ス
︒
ト
モ
ト
イ
フ
コ
ト
ハ
ヲ
︑
古
語
ニ
ハ
︑
ム
タ
ト
イ
フ
也
︒

ト
モ
ト
ヨ
メ
リ
ト
モ
︑
ソ
ノ
心
オ
ナ
シ
ケ
レ
ト
モ
︑
古
語
ニ
ハ
︑
ム
タ
ト
イ
フ
︒
日
本
記
ニ
ミ
エ
タ
リ
︒
此
集
ニ
モ
ミ
エ
タ
リ
︒
古

集
ニ
ム
カ
ヒ
テ
︑
古
語
ヲ
ソ
ム
ク
へ
カ
ラ
サ
レ
ハ
︑
ム
タ
と
點
ス
ル
也
︒

︵﹃
仙
覚
抄
︵

︶
﹄
︶

6

の
よ
う
に
﹁
ノ
ム
タ
﹂
に
つ
い
て
も
通
底
し
て
い
る
が
︑
こ
の
﹁
ム
タ
﹂
の
語
義
に
関
わ
る
積
極
的
な
考
察
は
見
受
け
ら
れ
な
い
︒
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二
．二
﹁
共
与
﹂
の
用
例

上
代
文
献
の
中
︑﹁
共
与
﹂
の
用
例
︵

︶
が
確
認
で
き
る
の
は
﹃
古
事
記
﹄
二
例
︵
上
記
例
を
含
む
︵

︶
︶︑﹃
日
本
書
紀
﹄
一
例
︵

︶
︑
合
計
三
例
で
あ
る
︒

7

8

9

①
於
是
︑
大
國
主
神
愁
而
告
︑
吾
獨
何
能
得
作
此
國
︒
孰
神
與
吾
能
相
作
此
國
耶
︒
是
時
有
光
海
依
來
之
神
︒
其
神
言
︑
能
治
我
前

者
︑
吾
能
共
與
相
作
成
︒

︵
上
・
大
国
主
神
の
国
作
り
︶

②
於
是
其
國
王
畏
惶
奏
言
︑
自
今
以
後
︑
隨
天
皇
命
而
︑
爲
御
馬
甘
︑
每
年
雙
船
︑
不
乾
船
腹
︑
不
乾
柁
檝
︑
共
与
天
地
︑
無
退
仕

奉
︒

︵
中
・
仲
哀
記
︶

③
仍
大
伴
連
吹
負
︑
率
數
十
騎
劇
來
︒
則
熊
毛
及
諸
直
等
︑
共
與
連
和
︒
軍
士
亦
從
︒

︵
天
武
紀
元
年
六
月
︶

上
の
三
例
に
お
い
て
の
訓
異
同
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
︑

句

訓
異
同

①

吾
能
共
與
相
作
成

ト
モ
ニ

ト
モ
ド
モ
ニ

②

共
与
天
地

ト
ト
モ
ニ

ノ
ム
タ

③

共
與
連
和

訓
異
同
な
し

で
あ
り
︑
三
例
は
同
表
記
︵﹁
共
与
﹂
︶
を
以
て
い
な
が
ら
︑
訓
は
﹁
ノ
ム
タ
﹂
も
し
く
は
﹁
ト
ト
モ
ニ
﹂
と
し
て
異
な
る
︒
同
表
記
に
も

関
わ
ら
ず
異
な
る
訓
に
な
る
の
は
漢
字
そ
の
も
の
の
性
格
と
関
連
す
る
だ
ろ
う
か
︒
つ
ま
り
︑
漢
文
は
そ
の
語
順
︵
や
声
調
︶
に
よ
り
意

味
が
異
な
る
の
で
︑
同
義
結
合
で
あ
る
﹁
共
与
﹂
が
﹁
与
共
﹂
の
よ
う
に
な
る
場
合
は
ど
の
よ
う
な
訓
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
︒

上
代
文
献
の
中
︑﹁
与
共
﹂
の
表
記
は
﹃
日
本
書
紀
﹄
四
例
︑﹃
万
葉
集
﹄
五
例
が
確
認
で
き
る
が
︵

︶
︑
そ
の
訓
は
﹁
ノ
ム
タ
﹂
で
は
な
く
︑

10

﹁
ト
ト
モ
ニ
﹂
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
︒

共
与
︵
ム
タ
︶
攷
︵
金
︶
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④
方
知
︑
實
是
皇
孫
之
胤
︒
然
豐
吾
田
津
姫
︑
恨
皇
孫
不
與
共
言
︒

︵
神
代
第
九
段
一
書
六
︶

⑤
於
是
︑
弟
嘯
已
停
︑
而
風
亦
還
息
︒
故
兄
知
弟
徳
︑
欲
自
伏
辜
︒
而
弟
有
慍
色
︑
不
與
共
言
︒

︵
神
代
下
第
十
段
･一
書
第
四
︶

⑥
⑦
二
年
秋
八
月
己
未
朔
︑
天
皇
謂
皇
太
子
億
計
曰
︑
吾
父
先
王
無
罪
︒
而
大
泊
瀬
天
皇
射
殺
︑
棄
骨
郊
野
︑
至
今
未
獲
︒
憤
歎
盈

懷
︒
臥
泣
︑
行
號
︑
志
雪
讎
恥
︒
吾
聞
︑
父
之
讎
不
與
共
戴
天
︒
兄
弟
之
讎
不
反
兵
︒
交
遊
之
讎
不
同
國
︒
夫
匹
夫
之
子
︑
居
父

母
之
讎
︑
寢
苫
枕
干
不
仕
︒
不
與
共
國
︒

︵
顕
宗
紀
二
年
八
月
︶

神
代
紀
に
み
ら
れ
る
④
⑤
﹁
不
與
共
言
﹂
は
﹁
あ
い
言
は
ず
﹂
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
が
︑
こ
れ
は
﹁
と
と
も
に
︵
お
互
い
に
︶
言
は
ず
﹂

と
も
読
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
一
方
︑
顕
宗
紀
に
み
ら
れ
る
⑥
﹁
不
與
共
戴
天
﹂
は
﹁
と
も
に
天
を
戴
か
ず
﹂
と
な
り
︑﹁
與
共
＋
動
詞

＋
名
詞
﹂
の
構
造
で
こ
こ
の
﹁
與
共
﹂
は
﹁
介
辞
︵
前
置
詞
︶
＋
副
詞
﹂
の
構
造
で
副
詞
の
役
割
を
す
る
が
︑
⑦
﹁
不
與
共
國
﹂
は
﹁
国

を
と
も
に
せ
ず
﹂
と
な
り
︑﹁
與
共
＋
名
詞
﹂
の
構
造
を
以
て
動
詞
の
役
割
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
異
な
る
︒

一
方
︑﹃
万
葉
集
﹄
の
五
例
は
︑

⑧
天
地
与と

共
と
も
に

将
終
登

念
乍

奉
仕
之

情
違
奴

︵
万

･一
七
六
︶

2

⑨
讃
岐
國
者

國
柄
加

雖
見
不
飽

神
柄
加

幾
許
貴
寸

天
地

日
月
与と

共
と
も
に

⁝

︵
万

･二
二
〇
︶

2

⑩
天
地
与と

共
と
も
に

久

住
波
牟
等

念
而
有
師

家
之
庭
羽
裳

︵
万

･五
七
八
︶

4

⑪
⁝
色
名
付
思
吉

百
礒
城
之

大
宮
人
者

天
地

与と

日
月
共と
も
に

万
代
尓
母
我

︵
万

･三
二
三
四
︶

13

⑫
君
之
徃

若
久
尓
有
婆

梅
柳

誰
与と

共
と
も
に

可

吾
縵
可
牟

︵
万

･四
二
三
八
︶

19

と
あ
り
︑﹁
名
詞
＋
与
共
＋
用
言
﹂
あ
る
い
は
﹁
名
詞
＋
与
共
＋
名
詞
﹂
を
以
て
表
記
さ
れ
て
い
て
︑
そ
の
訓
は
い
ず
れ
も
﹁
と
と
も
に
﹂

で
あ
る
︒
ま
た
︑﹁
与
共
﹂
は
句
が
異
な
っ
て
も
︑
そ
の
間
に
名
詞
が
挟
ん
で
い
て
も
そ
の
用
法
に
違
い
は
見
当
た
ら
な
い
︒
つ
ま
り
︑

﹁
与
﹂
は
介
辞
︵
前
置
詞
︶
の
役
割
を
︑﹁
共
﹂
は
副
詞
の
役
割
を
し
て
い
る
︒
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
︑
同
義
結
合
で
あ
る
﹁
共
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与
﹂
と
﹁
与
共
﹂
の
表
記
順
に
よ
る
意
味
差
は
な
い
︒
こ
れ
は
漢
字
﹁
与
﹂
が
漢
文
訓
読
の
助
辞
と
し
て
﹁
Ａ
と
Ｂ
﹂
の
格
助
詞
︵
並
列

助
詞
︶
で
使
う
こ
と
が
一
般
的
で
︑﹁
与
共
﹂
を
﹁
～
と
と
も
に
﹂
と
読
む
の
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
訓
が
固
定
化
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
︒
つ
ま
り
︑
正
訓
と
し
て
﹁
与
﹂
は
﹁
ト
﹂︑﹁
共
﹂
は
﹁
ト
モ
ニ
﹂
と
読
む
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
︒
し
か
し
︑﹁
共
与
天
地
﹂

と
あ
る
と
︑
返
読
し
て
﹁
天
地
ト
︵
与
︶
ト
モ
ニ
︵
共
︶﹂
と
読
め
る
こ
と
に
な
る
︒

ま
た
︑
上
の
三
例
︵
①
～
③
︶
の
う
ち
①
と
③
は
﹁
共
与
﹂
の
後
に
動
詞
・
形
容
詞
が
あ
り
︑﹁
～
す
る
と
と
も
に
︒
～
す
る
と
同
時
に
︒﹂

の
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
︒
②
は
﹁
共
与
﹂
の
後
に
名
詞
︵
天
地
︶
が
あ
り
﹁
と
と
も
に
﹂
の
意
を
表
わ
し
て
い
る
︒
も
と
よ
り
︑

﹁
天
地
﹂
の
属
性
と
し
て
永
続
性
や
恒
久
性
を
前
提
に
し
て
︑
単
純
な
名
詞
と
い
う
よ
り
は
状
態
性
の
語
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
︑

截
然
と
分
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
︑
語
法
上
は
①
③
と
②
に
分
け
ら
れ
る
︒
後
続
語
と
の
関
連
か
ら
読
み
分
け
ら
れ
る
な
ら
ば
︑﹁
ム

タ
﹂
の
語
性
に
も
関
わ
る
問
題
で
あ
る
︒
し
か
し
︑﹁
共
与
﹂
の
熟
字
例
は
上
の
三
例
だ
け
で
あ
る
の
で
︑
類
意
を
表
わ
す
﹁
共
﹂
を
検

討
し
て
み
た
い
︒

﹃
古
事
記
﹄
に
﹁
共
﹂
字
は
合
計
二
二
例
︵

︶
︑﹃
日
本
書
紀
﹄
に
﹁
共
﹂
字
は
一
五
〇
例
︵

︶
が
確
認
で
き
る
︒

11

12

⑬
故
爾
︑
八
十
神
︑
怒
欲
殺
大
穴
牟
遲
神
︑
共
議
而
︑
至
伯
伎
國
之
手
間
山
本
云
︑
赤
猪
︑
在
此
山
︒

︵
上
･根
の
堅
州
国
︶

⑭
則
重
誓
之
曰
︑
非
東
日
更
出
西
︑
且
除
阿
利
那
禮
河
返
以
之
逆
流
︑
及
河
石
昇
爲
星
辰
︑
而
殊
闕
春
秋
之
朝
︑
怠
廢
梳
鞭
之
貢
︑

天
神
地
祇
︑
共
討
焉
︒

︵
紀
・
神
功
皇
后
の
新
羅
侵
略
︶

⑮
十
四
年
春
正
月
丙
寅
朔
戊
寅
︑
身
狹
村
主
青
等
︑
共
呉
國
使
︑
將
呉
所
獻
手
末
才
伎
︑
漢
織
・
呉
織
及
衣
縫
兄
媛
・
弟
媛
等
︑
泊

於
住
吉
津
︒

︵
雄
略
紀
十
四
年
一
月
︶

⑬
⑭
は
そ
れ
ぞ
れ
﹁
共
に
議
り
て
﹂︑﹁
共
に
討
へ
た
ま
へ
﹂
の
意
味
を
︑
⑮
は
﹁
呉
國
の
使
と
共
に
﹂
の
意
を
表
わ
し
て
い
る
︒
三
例
と

も
﹁
ト
モ
ニ
﹂
の
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
︑
そ
の
表
記
は
悉
く
﹁
共
＋
動
詞
﹂
の
パ
タ
ー
ン
は
﹁
と
も
に
動
詞
す
る
︒﹂
と
し

共
与
︵
ム
タ
︶
攷
︵
金
︶
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て
読
む
反
面
︑﹁
共
＋
名
詞
﹂
の
パ
タ
ー
ン
は
﹁
名
詞
と
と
も
に
﹂
と
反
読
し
て
い
る
︒
こ
れ
は
﹁
共
与
＋
名
詞
﹂
と
同
じ
パ
タ
ー
ン
で

あ
る
︒

こ
の
よ
う
に
﹁
共
﹂
の
前
後
に
来
る
語
の
性
質
に
よ
り
順
読
か
反
読
か
が
関
係
す
る
こ
と
を
み
る
と
︑
類
義
語
の
﹁
随
︵
ま
に
ま
に
︶﹂

が
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
︒﹁
随
﹂
は
﹃
古
事
記
﹄
で
合
計
三
〇
例
︵

︶
︑﹃
万
葉
集
﹄
で
三
〇
例
︵

︶
が
確
認
で
き
る
︒

13

14

⑯
故
︑
隨
言
依
賜
降
坐
而
知
者
︒

︵
上
・
天
孫
降
臨
︶

⑰
卽
不
入
坐
宮
而
︑
引
避
其
御
船
︑
泝
於
堀
江
︑
隨
河
而
上
幸
山
代
︒

︵
下
・
仁
徳
記
･八
田
若
郎
女
と
皇
后
の
嫉
妬
︶

⑱
梓
弓

引
者
随
意

依
目
友

後
心
乎

知
勝
奴
鴨

︵
万

・
九
八
︶

2

⑲
十
月

鍾
礼
尓
相
有

黄
葉
乃

吹
者
将
落

風
之
随

︵
万

・
一
五
九
〇
︶

8

散
文
で
あ
る
﹃
古
事
記
﹄
で
は
﹁
随
＋
名
詞
︵
若
し
く
は
動
詞
︶﹂
を
以
て
悉
く
﹁
名
詞
︵
若
し
く
は
動
詞
︶
＋
ま
に
ま
に
﹂
と
訓
じ
ら
れ

て
い
る
︒
こ
れ
は
﹁
共
﹂
が
後
接
す
る
品
詞
︵
つ
ま
り
︑
体
言
が
来
る
か
︑
用
言
が
来
る
か
︶
に
よ
っ
て
︑
返
読
す
る
か
︑
順
読
す
る
か
と

い
う
こ
と
と
は
対
照
的
で
あ
る
︒
一
方
︑
韻
文
で
あ
る
﹃
万
葉
集
﹄
で
は
﹁
動
詞
︵
若
し
く
は
名
詞
︶
＋
随
﹂
を
以
て
﹁
動
詞
︵
若
し
く
は

名
詞
︶
＋
ま
に
ま
に
﹂
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
︒

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
⑰
の
﹁
隨
河
而
﹂
と
⑲
の
﹁
風
之
随
﹂
で
あ
る
︒
そ
の
表
記
順
は
名
詞
が
後
接
す
る
か
前
接
す
る
か
と
異
な

る
が
︑
訓
は
﹁
名
詞
の
ま
に
ま
に
﹂
と
同
じ
で
あ
る
︒
特
に
︑
⑲
の
﹁
風
之
随
﹂
は
﹁
風
之
共
︵
万

･
一
九
九
︶﹂
と
そ
の
表
記
が
同
じ

2

構
造
︵
名
詞
＋
之
＋
～
︶
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑﹁
風
之
共
﹂
が
﹁
風
の
ム
タ
﹂
と
訓
じ
ら
れ
る
よ
う
に
﹁
風
之
随
﹂
は
﹁
風
の
ま
に
ま
に
﹂

と
し
て
訓
じ
ら
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
﹁
之
﹂
が
漢
文
訓
読
で
は
﹁
の
﹂
と
し
て
︑﹁
随
﹂
が
漢
文
訓
読
で
は
﹁
ま
に
ま
に
﹂
と
し
て
訓
じ

る
事
の
前
提
が
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
仮
り
に
﹁
随
風
﹂
と
い
う
表
記
が
あ
る
と
し
て
︑
そ
れ
を
﹁
風
の
ま
に
ま
に
﹂
と
読
ま
れ
る
と
し
た
ら
︑

﹁
共
風
﹂
が
﹁
風
の
ム
タ
﹂
と
し
て
読
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
︒
こ
れ
は
⑰
の
﹁
隨
河
而
︵

︶
﹂
の
よ
う
に
﹁
随
＋
名
詞
﹂
が
﹁
名
詞
の
ま
に

15
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ま
に
﹂
と
し
て
読
ま
れ
て
い
る
の
で
︑﹁
共
＋
名
詞
﹂
が
﹁
名
詞
の
ム
タ
﹂
と
し
て
読
ま
れ
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
︒

し
か
し
︑
こ
こ
で
再
確
認
し
た
い
の
は
そ
の
表
記
で
あ
る
︒
②
の
﹁
共
与
天
地
﹂
と
⑮
の
﹁
共
呉
國
使
﹂
は
﹁
共
＋
名
詞
﹂
の
表
記
を

以
て
い
る
の
に
︑
②
の
﹁
共
与
天
地
﹂
は
﹁
天
地
ノ
ム
タ
﹂
と
し
て
︑
⑮
の
﹁
共
呉
國
使
﹂
は
﹁
呉
国
の
使
と
と
も
に
﹂
と
訓
じ
ら
れ
て

い
る
︒﹁
共
与
天
地
﹂
が
﹁
天
地
ノ
ム
タ
﹂
と
読
ま
れ
る
の
な
ら
︑﹁
共
呉
国
使
﹂
は
﹁
呉
国
の
使
の
む
た
﹂
と
読
ま
れ
て
も
差
し
支
え
な

い
だ
ろ
う
︒
し
か
し
︑
記
紀
に
お
け
る
﹁
共
＋
名
詞
﹂
の
パ
タ
ー
ン
は
悉
く
﹁
名
詞
と
と
も
に
﹂
と
し
て
訓
じ
ら
れ
て
い
る
︒﹁
共
﹂
の

後
接
が
同
じ
く
名
詞
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑﹁
ノ
ム
タ
﹂
と
﹁
ト
ト
モ
ニ
﹂
と
異
な
る
根
拠
は
何
だ
ろ
う
か
︒
両
表
記
︵
②
の
﹁
共
与
天
地
﹂

と
⑮
の
﹁
共
呉
國
使
﹂
︶
の
違
い
は
﹁
与
﹂
の
有
無
で
あ
る
︒
そ
れ
で
は
︑﹁
与
﹂
字
に
﹁
ノ
﹂
と
読
ま
れ
る
用
法
が
あ
る
の
か
︒

﹃
古
事
記
﹄
に
﹁
与
﹂
は
四
〇
例
が
確
認
で
き
る
が
︑
そ
の
訓
は
副
詞
﹁
ト
モ
ニ
﹂
二
例
︑﹁
ト
﹂
三
四
例
︑﹁
ム
タ
﹂
一
例
︵

︶
︑
動
詞
と

16

し
て
三
例
で
あ
り
︑﹁
ノ
﹂
と
し
て
読
ま
れ
た
例
は
見
当
た
ら
な
い
︵

︶
︒﹁
与
﹂
の
字
義
を
﹃
説
文
解
字
︵

︶
﹄
か
ら
ひ
く
と
︑﹁
与

賜
予
也
︒

17

18

一
勺
爲
与
︒
此
与
與
同
︒﹂
で
あ
り
︑﹃

大
辞
典
︵

︶
﹄
を
ひ
く
と
︑﹁
与
：
同
'
與
(︒︽
説
文
･勺
部
︾：
与
︐
賜
予
也
︒
一
勺
爲
与
︒
此

汉
语

19

与
與
同
︒'︽
玉
篇
･勺
部
︾：
(
与
︐
賜
也
︐
許
也
︐
予
也
︒
亦
作
與
︒'
按
：
今

('
與
(
的

化
字
︒﹂
で
︑﹁
ノ
﹂
の
用
法
と
し
て
は

为

简

用
い
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
︒
つ
ま
り
︑﹁
与
﹂
を
﹁
ト
﹂
で
は
な
く
﹁
ノ
﹂
と
し
て
訓
じ
て
い
る
用
例
が
な
い
関
係
で
︑
こ
こ
を
﹁
天

地
の
⁝
﹂
と
は
読
み
難
い
だ
ろ
う
︒
こ
れ
は
⑮
の
﹁
共
呉
國
使
﹂
も
﹁
呉
國
使
ノ
ム
タ
﹂
と
読
ま
れ
る
可
能
性
も
非
常
に
低
く
な
る
だ
ろ

う
︒同

じ
表
記
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
異
な
る
読
み
を
す
る
の
は
何
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
︒
上
で
触
れ
た
よ
う
に
︑
写
本
︵
兼
永
本
な
ど
︶

や
版
本
︵
寛
永
版
本
︶
で
は
﹁
共
与
﹂
の
表
記
を
以
て
﹁
ト
モ
ニ
﹂
と
訓
じ
て
い
る
︒
し
か
し
︑﹃
古
事
記
伝
﹄
を
は
じ
め
︑
各
注
釈
書

は
﹁
ム
タ
﹂
と
し
て
訓
じ
て
い
る
︒
そ
し
て
︑
そ
の
根
拠
と
し
て
﹃
万
葉
集
﹄
の
用
例
を
挙
げ
て
い
る
︒
そ
れ
で
は
︑
こ
こ
で
も
う
一
度
︑

宣
長
が
根
拠
と
し
て
提
示
し
た
用
例
を
み
る
︒

共
与
︵
ム
タ
︶
攷
︵
金
︶
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⑳
︵
前
略
︶

浪
之
共

彼
縁
此
依

玉
藻
成

依
宿
之
妹
乎

︵
後
略
︶

︵
万

･一
三
一
︶

2

◯
︵
前
略
︶

風
之
共

靡
如
久

取
持
流

弓
波
受
乃
驟

三
雪
落

︵
後
略
︶

︵
万

･一
九
九
︶

21

2

◯
︵
前
略
︶

其
日
之
極

浪
之
共

靡
珠
藻
乃

云
々

意
者
不
持

︵
後
略
︶

︵
万

･六
一
九
︶

22

4

◯
︵
前
略
︶

神
之
共

荒
競
不
勝
而

葦
原
乃

水
穂
之
国
尓

家
無
哉

︵
後
略
︶

︵
万

･一
八
〇
四
︶

23

9

◯
峯
上
尓

零
置
雪
師

風
之
共

此
間
散
良
思

春
者
雖
有

︵
万

･一
八
三
八
︶

24

10

◯
国
遠
見

念
勿
和
備
曽

風
之
共

雲
之
行
如

言
者
将
通

︵
万

･三
一
七
八
︶

25

12

◯
可
是
能
牟
多

与
世
久
流
奈
美
尓

伊
射
里
須
流

安
麻
乎
等
女
良
我

毛
能
須
素
奴
礼
奴

︵
万

･三
六
六
一
︶

26

15

◯
君
我
牟
多

由
可
麻
之
毛
能
乎

於
奈
自
許
登

於
久
礼
弖
乎
礼
杼

与
伎
許
等
毛
奈
之

︵
万

･三
七
七
三
︶

27

15

上
に
挙
げ
て
い
る
用
例
以
外
に
も
﹃
万
葉
集
﹄
で
訓
字
表
記
四
例
︑
字
音
表
記
一
例
が
確
認
で
き
て
︑
合
計
一
三
例
が
﹁
ム
タ
﹂
と
い
う

語
彙
と
し
て
訓
じ
ら
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
用
例
は
悉
く
﹁
名
詞
＋
の
︵
が
︶
＋
ム
タ
︵

︶
﹂
の
型
式
を
取
り
︑﹁
～
と
と
も
に
︒
～
に
つ
れ

20

て
︒﹂
の
意
味
を
表
わ
す
︒
こ
の
よ
う
に
﹁
ム
タ
﹂
は
必
ず
助
詞
の
﹁
ノ
︵
若
し
く
は
ガ
︶﹂
が
前
接
す
る
の
で
︑﹁
共
与
﹂
の
用
例
は
こ
の

条
件
に
当
て
は
ま
ら
な
い
︒
勿
論
︑﹃
古
事
記
﹄
や
﹃
日
本
書
紀
﹄
の
用
例
は
地
の
文
で
あ
る
た
め
︑﹃
万
葉
集
﹄
の
用
例
の
よ
う
な
韻
文

と
は
そ
の
表
記
上
︑
性
格
が
異
な
る
こ
と
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
︵

︶
︒
こ
こ
で
︑
興
味
深
い
の
は
散
文
で
は
﹁
共
与
﹂︑﹁
与
共
﹂
の
両
方
の

21

表
記
が
確
認
で
き
る
反
面
︑
韻
文
で
は
﹁
与
共
﹂
の
表
記
の
み
確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒﹃
史
記
﹄
の
一
例
を
は
じ
め
﹁
共
与
﹂

は
一
二
例
︑﹁
与
共
﹂
は
﹃
漢
書
﹄
の
二
四
例
を
は
じ
め
合
計
二
五
二
例
が
確
認
で
き
る
︒

﹃
史
記
﹄
齊
悼
惠
王
世
家
・
第
二
十
二

⁝
來
︐
興
居
曰
：﹁
請
與
太
僕
嬰
入
清
宮
︒﹂
廢
少
帝
︐
共
與
大
臣
尊
立
孝
文
帝
︒
⁝

﹃
漢
書
﹄
本
紀
巻
一
下
・
高
帝
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⁝
宜
︒﹇
四
﹈
師
古
曰
：﹁
理
宜
然
也
︒﹂
君
王
能
與
共
天
下
︐
可
立
致
也
︒﹇
五
﹈
師
古
曰
：﹁
共
有
天
⁝

こ
れ
は
漢
籍
か
ら
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
︒
つ
ま
り
︑
漢
籍
︵
散
文
︶
で
も
﹁
共
与
﹂︑﹁
与
共
﹂
の
両
方
の
表
記
が
確
認
で
き

る
が
︑
韻
文
︵
唐
詩
︶
で
は
も
っ
ぱ
ら
﹁
与
共
﹂
の
表
記
の
み
確
認
で
き
る
の
だ
︒
こ
れ
は
そ
の
表
記
が
た
と
え
漢
語
を
用
い
て
も
︑
そ

の
読
み
は
和
語
で
あ
る
こ
と
を
前
提
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
︵

︶
︒
22

三
．
お

わ

り

に

﹃
古
事
記
﹄
仲
哀
記
に
み
ら
れ
る
﹁
共
与
天
地
﹂
の
﹁
共
与
﹂
は
従
来
﹁
ム
タ
﹂
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
兼
永
本
を
は
じ
め
す

る
写
本
・
版
本
︵
寛
永
版
本
︶
に
﹁
ト
ト
モ
ニ
﹂
と
い
う
訓
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑﹃
古
事
記
伝
﹄
以
後
﹁
ノ
ム
タ
﹂
と
し
て
訓
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︵
た
だ
し
︑﹃
新
編
全
集
﹄
は
﹁
と
も
に
﹂
と
訓
じ
て
い
る
︶︒

諸
注
釈
書
が
こ
の
箇
所
を
﹁
ノ
ム
タ
﹂
と
読
む
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
﹃
万
葉
集
﹄
の
用
例
︵﹁
浪
之
共
︑
風
之
共
︑
可
是

能
牟
多
﹂
な
ど
︶
で
あ
る
︒
し
か
し
︑﹃
万
葉
集
﹄
の
用
例
は
い
ず
れ
も
﹁
名
詞
＋
ノ
︵
若
し
く
は
カ
︶
＋
共
﹂
と
い
う
表
記
を
以
て
い
る

特
徴
が
あ
る
︒
も
し
︑
仲
哀
記
に
お
け
る
﹁
共
与
天
地
﹂
を
﹁
天
地
ノ
ム
タ
﹂
と
読
も
う
と
す
る
な
ら
ば
︑
そ
の
表
記
は
﹁
天
地
＋
之
＋

共
﹂
の
よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
当
該
所
は
散
文
と
韻
文
と
い
う
表
記
上
の
性
格
が
異
な
る
︒

類
例
と
思
わ
れ
る
﹁
共
﹂
の
例
を
み
る
と
︑
散
文
︵﹃
古
事
記
﹄﹃
日
本
書
紀
﹄
︶
で
は
悉
く
﹁
共
＋
名
詞
﹂
の
場
合
は
﹁
名
詞
と
と
も
に
﹂

と
し
て
︵
勿
論
︑﹁
ノ
ム
タ
﹂
と
訓
じ
て
い
る
用
例
は
一
例
も
見
当
た
ら
な
い
︶︑﹁
共
＋
動
詞
﹂
の
場
合
は
﹁
と
も
に
～
す
る
︵
動
詞
︶﹂
と
し
て

き
れ
い
に
読
み
分
け
て
い
る
︒
し
か
し
︑
こ
れ
は
﹁
と
も
に
﹂
と
い
う
副
詞
に
限
る
現
像
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
︑
類
義
の
﹁
随
︵
ま
に

ま
に
︶﹂
を
以
て
検
討
し
て
み
る
︒﹁
随
﹂
は
﹃
古
事
記
﹄
で
は
﹁
随
＋
名
詞
︵
若
し
く
は
動
詞
︶﹂
を
以
て
悉
く
﹁
名
詞
︵
若
し
く
は
動
詞
︶

共
与
︵
ム
タ
︶
攷
︵
金
︶
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＋
ま
に
ま
に
﹂
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
﹁
共
﹂
が
後
接
す
る
品
詞
︵
つ
ま
り
︑
体
言
が
来
る
か
︑
用
言
が
来
る
か
︶
に
よ
り
そ
の
読

む
順
︵
倒
置
す
る
か
︑
順
読
す
る
か
︶
が
異
な
る
こ
と
と
違
い
が
あ
る
︒
一
方
︑
韻
文
で
あ
る
﹃
万
葉
集
﹄
で
は
﹁
動
詞
︵
若
し
く
は
名
詞
︶

＋
随
﹂
を
以
て
﹁
動
詞
︵
若
し
く
は
名
詞
︶
＋
ま
に
ま
に
﹂
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑﹁
随
＋
名
詞
﹂
が
﹁
名
詞
の
ま
に
ま
に
﹂
と

し
て
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
︑﹁
共
＋
名
詞
﹂
が
﹁
名
詞
の
ム
タ
﹂
と
し
て
読
ま
れ
て
も
差
し
支
え
な
い
こ
と
に
な
る
︒
但
し
︑

こ
う
い
う
場
合
︑
仲
哀
記
に
み
ら
れ
る
﹁
共
与
﹂
の
﹁
与
﹂
字
が
気
に
な
る
︒
通
常
︑﹁
与
﹂
は
助
詞
と
し
て
主
に
用
い
ら
れ
て
い
て
︑

稀
に
動
詞
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
が
︑﹁
ノ
﹂
と
し
て
は
用
い
ら
れ
な
い
の
だ
︒
つ
ま
り
︑
仲
哀
記
の
﹁
共
与
天
地
﹂
を
﹁
天
地
ノ
ム
タ
﹂

と
読
む
な
ら
︑
そ
の
表
記
に
﹁
ノ
﹂
に
あ
た
る
表
記
が
必
要
で
あ
る
が
︑
そ
の
場
所
に
﹁
与
﹂
が
来
て
は
い
る
も
の
の
︑﹁
与
﹂
に
は
﹁
ノ
﹂

に
当
該
す
る
用
法
が
な
い
︒

こ
の
よ
う
に
︑
万
葉
集
の
用
例
と
の
比
較
︑
そ
の
表
記
上
か
ら
み
て
︑
こ
れ
を
﹁
ム
タ
﹂
と
訓
じ
る
よ
り
む
し
ろ
古
写
本
に
あ
る
よ
う

に
﹁
ト
モ
ニ
﹂
と
訓
じ
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

注
︵

︶
本
文
異
同
は
︑﹁
共
与
﹂
の
﹁
与
﹂
を
﹁
與
﹂
と
す
る
も
の
が
あ
る
以
外
は
大
き
な
異
同
は
な
い
︒﹁
與
﹂
と
﹁
与
﹂
の
差
異
は
あ
る
が
︑
両
字
の

1

関
係
は
正
字
で
あ
る
か
否
か
の
違
い
な
の
で
︑
本
稿
で
は
同
字
と
し
て
扱
う
︒
た
だ
し
︑
例
文
と
し
て
挙
げ
る
際
に
は
底
本
︵
真
福
寺
本
︶
に
よ

る
表
記
に
す
る
︒

︵

︶
諸
本
の
﹁
共
与
﹂
の
訓
異
同
を
は
︑﹃
諸
本
集
成
古
事
記
中
巻
﹄︵
第
三
分
冊
︶
に
拠
る
と
︑
真
福
寺
本
に
訓
は
な
く
︑
兼
永
本
︵
鈴
鹿
本
︶︑
春
日

2

本
︑
前
田
本
︑
曼
珠
院
本
︑
猪
熊
本
︑
寛
永
版
本
︑
延
佳
本
は
﹁
ト
ト
モ
ニ
﹂
と
あ
り
︑
古
事
記
伝
に
も
と
づ
く
訂
正
古
訓
古
事
記
は
﹁
ム
タ
﹂

と
し
て
い
る
︒
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︵

︶﹃
懐
風
藻
﹄
五
言
詩
に
は
﹁
共
﹂
あ
る
い
は
﹁
与
﹂
一
文
字
を
以
て
﹁
ム
タ
﹂
と
訓
じ
て
い
る
︵
注

を
参
照
︶︒﹃
古
事
記
﹄
上
巻
･﹁
葦
原
中
国
の

3

21

平
定
﹂
段
に
も
﹁
与
﹂
一
文
字
を
以
て
﹁
ム
タ
﹂
と
訓
じ
る
用
例
が
あ
る
が
︑
こ
れ
に
つ
い
て
は
注

を
参
照
︒

17

︵

︶
荻
原
浅
男
･鴻
巣
隼
雄
︵
一
九
七
三
︶﹃
全
集
･古
事
記
／
上
代
歌
謡
﹄
小
学
館

4

︵
頭
注
︶
⁝
の
ま
ま
に
︑
⁝
と
と
も
に
︒︵
↓

注

︶

p.
238

117

15

︵
頭
注

︶：
ム
タ
は
上
に
﹁
の
﹂﹁
が
﹂
を
伴
い
副
詞
句
を
作
る
形
式
名
詞
で
︑
⁝
の
ま
ま
に
︑
⁝
と
と
も
に
︑
の
意
︒

cf.
p.
117

15

倉
野
憲
司
︵
一
九
七
九
︶﹃
古
事
記
全
註
釈
･中
巻
篇
︵
下
︶﹄
三
省
堂
︑

共
与
天
地

ア
メ
ツ
チ
ノ
ム
タ
︒
万
葉
に
浪
之
共

ナ
ミ
ノ
ム
タ

・
風カ
ゼ

之ノ

共ム
タ

︵
可カ

是ゼ

能ノ

牟ム

多タ

︶
な
ど
が
散
見
し
て
ゐ
る
︒
記
伝
に
﹁
み
な
与
共

と
と
も
に

と
云
こ
と

p.
273

を
︑
能ノ

牟ム

多タ

と
云
り
︒
古
言
な
り
︒﹂
と
あ
る
︒

西
宮
一
民
︵
一
九
七
九
︶﹃
新
潮
日
本
古
典
集
成
･古
事
記
﹄
新
潮
社
︑

︵
頭
注
︶

﹁
天
地
﹂︵
天
と
地
︶︑﹁
共
与
﹂︵
と
と
も
に
︶
の
漢
語
や
︑﹁
無
退
﹂︵﹁
退
む
こ
と
な
く
﹂
の
原
文
︶
の
仏
典
語
を
用
い
て
︑

p.
177

新
羅
国
王
の
言
葉
ら
し
く
作
文
し
て
い
る
︒

﹁
倉
野
憲
司
･武
田
祐
吉
︵
一
九
五
八
︶﹃
大
系
･古
事
記
祝
詞
﹄
岩
波
書
店
﹂︑﹁
丸
山
林
平
︵
一
九
六
九
︶﹃
定
本
古
事
記
﹄
講
談
社
﹂︑﹁
西
宮
一

民
︵
一
九
八
六
︶﹃
古
事
記
･新
訂
版
﹄
桜
楓
社
﹂︑﹁
小
野
田
光
雄
校
注
︵
一
九
九
〇
︶﹃
神
道
大
系
･古
典
註
釈
編
１
︵
古
事
記
註
釈
︶

﹄
神
道
大

系
編
纂
会
﹂
に
は
﹁
ム
タ
﹂
と
訓
じ
る
も
の
の
︑
別
の
説
明
が
な
い
︒
一
方
︑﹁
ト
モ
ニ
﹂
と
訓
じ
る
﹁
山
口
佳
紀
･神
野
志
隆
光
︵
一
九
九
七
︶﹃
新

編
全
集
１
･古
事
記
﹄
小
学
館
﹂
に
も
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
い
︒

︵

︶
大
野
晋
･大
久
保
正
編
集
校
訂
︵
一
九
八
九
︶﹃
本
居
宣
長
全
集

第

巻
古
事
記
伝
﹄
筑
摩
書
房

5

11

︵

︶
佐
々
木
信
綱
編
︵
一
九
二
六
︶﹃
万
葉
集
叢
書
第
八
･仙
覚
全
集
﹄
古
今
書
院

6
︵

︶﹃
万
葉
集
﹄﹃
風
土
記
﹄﹃
懐
風
藻
﹄﹃
祝
詞
﹄
に
﹁
共
与
﹂
の
熟
字
用
例
は
︑
管
見
で
は
見
い
だ
せ
な
い
︒

7

共
与
︵
ム
タ
︶
攷
︵
金
︶
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︵

︶
も
う
一
例
の
﹁
上
巻
･大
国
主
神
の
国
作
り
段
﹂
に
み
ら
れ
る
﹁
共
与
﹂
に
対
す
る
注
釈
は
次
の
よ
う
で
あ
る
︒

8

本
居
宣
長
著
･本
居
清
造
再
訂
︵
一
九
三
五
︶﹃
校
訂
･古
事
記
伝
︵
乾
︶﹄
吉
川
弘
文
館

吾
能
共
與
︑
能
字
読
べ
か
ら
ず
︑
共
与
は
︑
師
の
登
毛
登
毛
爾
︵
ト
モ
ド
モ
ニ
︶
と
訓
れ
つ
る
面
白
し
︑
六
帖
に
︑
と
も
ど
も
に
と
思
ひ
き
つ
れ
ど
︑

か
り
が
ね
は
同
じ
里
へ
も
か
へ
ら
ざ
り
け
り
︑
後
撰
集
に
︑
背
か
れ
ぬ
松
の
千
歳
の
ほ
ど
よ
り
も
と
も
ど
も
と
だ
に
慕
は
れ
ぞ
せ
し
︑
返
し
︑
と
も

ど
も
と
慕
ふ
涙
の
添
水
は
︑
い
か
な
る
色
に
見
え
て
行
ら
む
と
見
ゆ
︑
今
世
に
も
常
云
言
な
り
︑
古
言
な
る
べ
し
︑︻
凡
て
古
言
の
︑
中
昔
の
書
に

は
を
さ
を
さ
見
え
ぬ
が
︑
返
て
今
世
の
言
に
の
こ
れ
る
が
お
ほ
き
ぞ
か
し
︑︼

倉
野
憲
司
︵
一
九
七
六
︶﹃
古
事
記
全
註
釈
･上
巻
篇
︵
中
︶﹄
三
省
堂

吾
能
共
與

記
伝
に
﹁
能
字
読
べ
か
ら
ず
︒
共
与
は
︑
師
の
登
毛
登
毛
爾
︵
ト
モ
ド
モ
ニ
︶
と
訓
れ
つ
る
面
白
し
︒︵
中
略
︶
今
世
に
も
常
云

言
な
り
︒
古
言
な
る
べ
し
︒﹂
と
あ
る
が
︑﹁
能
﹂
は
ヨ
ク
と
読
む
方
が
よ
く
︑﹁
共
与
﹂
は
ト
モ
ド
モ
ニ
と
訓
ん
で
も
よ
い
︒

﹁
ト
モ
ド
モ
ニ
﹂﹁
ト
モ
ニ
﹂
の
意
味
は
大
同
小
異
で
あ
る
た
め
︑
こ
こ
で
こ
れ
に
つ
い
て
は
論
じ
な
い
︒

写
本
･版
本

注
釈
書

ト
モ
ド
モ
ニ

﹃
古
事
記
伝
﹄︵
一
七
九
八
︶

﹃
全
註
釈
﹄︵
一
九
七
九
︶

﹃
神
道
大
系
﹄︵
一
九
九
〇
︶

﹃
国
史
大
系
﹄︵
一
九
九
八
︶

ト
モ
ニ

延
佳
本
︑
兼
永
本
︵
鈴
鹿
本
︶︑

寛
永
版
本
︑
道
祥
祥
本

﹃
岩
波
大
系
﹄︵
一
九
五
八
︶

﹃
全
集
﹄︵
一
九
七
三
︶

﹃
新
潮
古
事
記
﹄︵
一
九
七
九
︶

﹃
新
訂
版
古
事
記
﹄︵
一
九
八
六
︶

﹃
新
編
全
集
﹄︵
一
九
九
七
︶
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︵

︶
天
武
紀
に
み
ら
れ
る
﹁
共
與
﹂
の
訓
異
同
は
な
く
︑
い
ず
れ
の
注
釈
書
に
も
こ
の
箇
所
﹁
共
与
連
和
﹂
に
関
す
る
解
釈
は
見
当
た
ら
な
い
︒

9
︵

︶﹃
古
事
記
﹄﹃
風
土
記
﹄﹃
懐
風
藻
﹄﹃
祝
詞
﹄
に
は
﹁
与
共
﹂
の
表
記
が
見
当
た
ら
な
い
︒

10
︵

︶
二
二
例
の
中
に
は
﹁
吾
能
共
與
相
作
成
﹂
な
ど
﹁
共
﹂
一
文
字
で
は
な
く
﹁
共
与
﹂
二
文
字
の
二
例
も
含
む
︒﹃
古
事
記
﹄
で
確
認
で
き
る
二
二
例

11

の
｢共
｣字
は
︑
二
〇
例
が
副
詞
︵
｢と
も
に
｣の
意
︶
と
し
て
︑
二
例
が
動
詞
︵
｢結
婚
す
る
︒
ま
ぐ
は
ふ
︒
す
め
る
｣︶
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
︒

︵

︶
一
五
〇
例
の
中
に
は
﹁
共
與
連
和
﹂
の
よ
う
に
﹁
共
﹂
一
文
字
で
は
な
く
﹁
共
与
﹂
二
文
字
の
一
例
︑﹁
父
之
讎
不
與
共
戴
天
﹂
の
よ
う
に
﹁
与
共
﹂

12

の
四
例
も
含
ま
れ
て
い
る
︒
そ
の
用
法
と
し
て
は
副
詞
﹁
と
も
に
︒
一
緒
に
︒﹂
が
一
四
〇
例
︑
動
詞
﹁
一
つ
に
す
る
︒﹂
な
ど
一
〇
例
が
確
認
で

き
る
︒

︵

︶﹃
古
事
記
﹄
で
﹁
随
﹂
は
三
〇
例
が
確
認
で
き
る
が
︑
そ
の
訓
は
﹁
ま
に
ま
に
﹂
二
七
例
︑﹁
な
が
ら
﹂
三
例
で
あ
る
︒
同
じ
表
記
を
以
て
︵﹁
随
＋

13

動
詞
︵
若
し
く
は
名
詞
︶﹂︶
い
る
が
︑
そ
の
読
み
は
﹁
な
が
ら
﹂
は
同
時
性
を
︑﹁
ま
に
ま
に
﹂
は
随
伴
性
を
表
わ
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒

︵

︶﹃
万
葉
集
﹄
で
﹁
随
﹂
は
三
〇
例
が
確
認
で
き
る
が
︑
そ
の
訓
は
﹁
ま
に
ま
に
﹂
一
九
例
︑﹁
な
が
ら
﹂
一
一
例
で
あ
る
︒
そ
の
表
記
は
﹁
名
詞
︵
動

14

詞
︶
＋
随
﹂
で
あ
る
が
︑
一
例
の
み
﹁
随
＋
動
詞
﹂
を
以
て
い
る
例
が
あ
る
︒

否
藻
諾
藻

随
欲

可
赦

皃
所
見
哉

我
藻
将
依

︵
万

・
三
七
九
六
︶

16

︵

︶
こ
こ
の
﹁
而
﹂
は
虚
字
で
︑
そ
の
意
味
は
な
い
︒

15
︵

︶﹃
古
事
記
﹄
上
巻
・
天
若
日
子
の
派
遣
の
段
に
︑

16

故
︑
天
若
日
子
之
妻
︑
下
照
比
賣
之
哭
聲
︑
与
風
響
到
天
︒

と
い
う
記
事
が
み
ら
れ
︑
こ
の
箇
所
に
対
す
る
訓
の
異
同
は
次
の
よ
う
で
あ
る
︒

共
与
︵
ム
タ
︶
攷
︵
金
︶
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写
本
･版
本

注
釈
書

ノ
ム
タ

﹃
古
事
記
伝
﹄︵
一
七
九
八
︶

﹃
岩
波
大
系
﹄︵
一
九
五
八
︶

﹃
全
集
﹄︵
一
九
七
三
︶

﹃
全
註
釈
﹄︵
一
九
七
九
︶

﹃
国
史
大
系
﹄︵
一
九
九
八
︶

ト

延
佳
本
︑
兼
永
本
︵
鈴
鹿
本
︶︑

寛
永
版
本
︑
道
祥
祥
本

﹃
新
編
全
集
﹄︵
一
九
九
七
︶

ノ
マ
ニ
マ
ニ

眞
淵
本

﹃
国
史
大
系
﹄︵
一
九
九
八
︶

﹃
国
史
大
系
﹄
に
は
二
通
り
の
訓
︵
ム
タ
・
マ
ニ
マ
ニ
︶
が
記
さ
れ
て
い
る
が
︑﹁
マ
ニ
マ
ニ
﹂
の
方
が
左
側
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑﹁
ム
タ
﹂

の
方
が
主
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
ま
た
︑
諸
注
釈
書
は
﹃
古
事
記
伝
﹄
を
は
じ
め
︑
こ
の
箇
所
を
﹁
風
の
む
た
﹂
と
訓
じ
て
い
る
が
︑﹃
新
編
全

集
﹄
は
﹁
ト
﹂
と
訓
じ
て
い
る
︒

﹃
古
事
記
伝
﹄

與
風
は
加カ

是ゼ

能ノ

牟ム

多タ

と
訓
べ
し
︑
万
葉
二
に
︑
浪
之
共

ナ
ミ
ノ
ム
タ

彼カ

綠ヨ
リ

此カ
ク

依ヨ
ル

︑
又
︑
風カ
ゼ

之ノ

共ム
タ

靡
ナ
ビ
ク
ガ

如ゴ
ト

久ク

︑
十
に
︑
峯ヲ
ノ

上ウ
へ

爾ニ

零フ
リ

置
オ
ケ
ル

雪ユ
キ

師シ

︑
風カ
ゼ

之ノ

共ム
タ

此
間
コ
コ
ニ

散チ
ル

良ラ

思シ

︑
十
二
に
︑
風カ
ゼ

之ノ

共ム
タ

雲ク
モ

之ノ

行ユ
ク

如ナ
ス

︑
十
五
に
︑
可カ

是ゼ

能ノ

牟ム

多タ

与ヨ

世セ

久ク

流ル

奈ナ

美ミ

尓ニ

︑
こ
の
餘
も
お
ほ
し
︒

﹃
岩
波
大
系
﹄︵
一
九
五
八
：

︶
116

與
風
は
風
と
共
に
︒

﹃
全
集
﹄︵
一
九
七
三
：

︶
117

ム
タ
は
上
に
﹁
の
﹂﹁
が
﹂
を
伴
い
副
詞
句
を
作
る
形
式
名
詞
で
︑
⁝
の
ま
ま
に
︑
⁝
と
と
も
に
︑
の
意
︒

﹃
全
註
釈
第
四
巻
︵
上
︶﹄︵
一
九
七
七
：
四
四
︶
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與
風

記
伝
に
﹁
加
是
能
牟
多
︵
カ
ゼ
ノ
ム
タ
︶
と
訓
べ
し
︒﹂
と
あ
る
の
が
よ
い
︒
万
葉
に
﹁
風
の
共む
た

な
び
く
が
如
く
﹂︵
巻
二
︑
一
九
九
︶・

﹁
風
の
共む
た

こ
こ
に
散
る
ら
し
﹂︵
巻
十
︑
一
八
三
八
︶・﹁
風
の
共む
た

雲
の
行
く
如
く
﹂︵
巻
十
二
︑
三
一
七
八
︶・﹁
風
の
牟む

多た

寄
せ
来
る
波
に
﹂︵
巻

十
五
︑
三
六
六
一
︶
な
ど
と
多
く
の
用
例
が
あ
る
︒

︵

︶
中
井
光
︵
二
〇
〇
五
：﹁
授
業
で
語
ら
れ
な
い
漢
文
の
句
法
・

:﹁
と
﹂
と
訓
読
す
る
﹁
与
﹂
の
用
法
に
つ
い
て
﹂﹃
研
究
紀
要
﹄

︱

︶

17

1

77

pp.
20

29

は
﹁
与
﹂
の
用
法
を
従
来
の
反
読
用
法
・
並
列
か
ら
も
っ
と
細
か
く
比
較
・
対
象
の
用
法
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
︑
文
の
理
解
度
が
高
く
な
る
と

指
摘
し
て
い
る
︒
宇
都
宮
睦
男
︵
一
九
八
七
：﹁
与
﹂
の
訓
法
﹂﹃
国
語
国
文
﹄

︵

︶

︱

︶
は
白
氏
文
集
訓
点
に
お
け
る
﹁
与
﹂
の
訓

56

7

pp.
22

40

法
に
つ
い
て
述
べ
て
い
て
︑
従
来
の
よ
う
な
﹁
Ａ
ト
Ｂ
与
︵
ト
︶﹂
の
訓
法
及
び
再
読
し
て
い
る
訓
法
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
︒

︵

︶
許
慎
撰
︵
一
九
七
年
︶﹃
説
文
解
字
﹄︵
真
本
︶
台
湾
中
華
書
局

18
︵

︶

大
字
典

委

会
︵
一
九
九
二
︶﹃

大
字
典
﹄
湖
北
辞

出
版
社
･四
川
辞

出
版
社

19

汉
语

编
辑

员

汉
语

书

书

︵

︶﹁
ム
タ
﹂
の
表
記
は
訓
字
表
記
︵
共
︶︑
字
音
表
記
︵
牟
多
︶
と
し
て
表
れ
て
い
る
︒

20
︵

︶
同
じ
く
韻
文
で
あ
る
﹃
懐
風
藻
﹄
に
﹁
共
﹂
若
し
く
は
﹁
与
﹂
一
文
字
を
以
て
﹁
ム
タ
﹂
と
訓
じ
て
い
る
︒

21

五
言
︒
春
苑
言
宴
︒
一
首
︒

⁝
驚
波
共
絃
響
︒
哢
鳥
與
風
聞
︒
群
公
倒
載
歸
︒
彭
澤
宴
誰
論
︒

五
言
︒
在
唐
奉
本
國
皇
太
子
︒
一
首
︒

三
寶
持
聖
徳
︒
百
靈
扶
仙
壽
︒
壽
共
日
月
長
︒
徳
與
天
地
久
︒

し
か
し
︑
こ
の
よ
う
に
一
文
字
を
以
て
﹁
ム
タ
﹂
と
訓
じ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
︑﹁
ト
モ
ニ
﹂﹁
マ
ニ
マ
ニ
﹂
と
訓
じ
て
い
る
の
も
あ
る
︒

こ
の
箇
所
の
訓
異
同
は
次
の
よ
う
で
あ
る
︒

共
与
︵
ム
タ
︶
攷
︵
金
︶
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訓

注
釈
書

驚
波
共
絃
響

ト
モ
ニ

﹃
懐
風
藻
新
釋
﹄︵
以
下
﹃
新
釋
﹄
と
す
る
︶

﹃
懐
風
藻
﹄

﹃
日
本
漢
詩
・
上
代
篇
﹄︵
以
下
﹃
漢
詩
﹄
と
す
る
︶

哢
鳥
與
風
聞

ム
タ

﹃
岩
波
大
系
・
懐
風
藻

文
華
秀
麗
集

本
朝
文
枠
﹄︵
以
下
﹃
岩
波
大
系
﹄

と
す
る
︶

マ
ニ
マ
ニ

﹃
新
釋
﹄﹃
懐
風
藻
﹄﹃
漢
詩
﹄

ム
タ

﹃
岩
波
大
系
﹄

壽
共
日
月
長

ト
モ
ニ

﹃
新
釋
﹄﹃
懐
風
藻
﹄

ム
タ

﹃
岩
波
大
系
﹄

徳
與
天
地
久

ト
モ
ニ

﹃
新
釋
﹄﹃
懐
風
藻
﹄

ム
タ

﹃
岩
波
大
系
﹄

ま
た
︑﹃
常
陸
風
土
記
﹄
筑
波
郡
の
四
言
詩
に
は
﹁
竝
齊
﹂﹁
共
同
﹂
を
以
て
﹁
ム
タ
﹂
と
も
訓
じ
て
い
る
が
︑
そ
の
表
記
及
び
文
脈
か
ら
﹁
同
じ
く
︒

等
し
く
︒﹂
の
意
を
表
わ
す
た
め
︑
こ
の
箇
所
を
﹁
ム
タ
﹂
と
訓
じ
る
の
は
若
干
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

愛
乎
我
胤

巍
哉
神
宮

天
地
竝
齊

日
月
共
同

人
民
集
賀

飮
食
豐
富

代
代
無
絶

日
日
彌
榮

百
秋
萬
歳

遊
樂
不
窮
者

念
の
た
め
︑
漢
籍
か
ら
﹁
並
斉
﹂﹁
共
同
﹂
の
用
例
を
検
討
す
る
︒﹁
並
斉
﹂
は
﹃
重
刋
宋
本
十
三
經
注
疏
附
校
勘
記
﹄
よ
り
三
例
が
確
認
で
き
︑

そ
の
意
味
は
﹁
お
な
じ
く
︒
一
緒
に
︒﹂
で
あ
る
︒

﹃
重
栞
宋
本
儀
禮
注
疏
附
挍
勘
記
﹄
儀
禮
疏
卷
第
三
十
四

⁝
而
言
之
也
云
凡
五
服
之
衰
一
斬
四
緝
者
謂
齊
衰
至
緦
麻
並
齊
齊
既
有
針
功
緦
之
名
則
沒
去
齊
名
亦
齊
可

一
方
︑﹁
共
同
﹂
は
二
三
例
が
確
認
で
き
︑
動
詞
︵﹁
～
を
一
緒
に
す
る
︒
会
う
︒
一
つ
に
す
る
︒﹂︶
の
意
を
表
わ
す
用
例
と
副
詞
︵﹁
一
緒
に
︒
同
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じ
く
︒
と
も
に
︒﹂︶
の
意
を
表
わ
す
用
例
が
確
認
で
き
る
︒

﹃
後
漢
書
﹄
本
紀

凡
十
卷
・
卷
十
上

皇
后
紀
第
十
上
・
明
德
馬
皇
后

⁝
不
念
飽
︒
冀
乘
此
道
︐
不
負
先
帝
︒
所
以
化
導
兄
弟
︐
共
同
斯
志
︐
欲
令
瞑
目
之
日
︐
無
所
復
恨
︒
何
意
老
志
復
⁝

﹃
晉
書
﹄
帝
紀

凡
十
卷
・
卷
十

帝
紀
第
十
・
安
帝

德
宗
・
隆
安
五
年

⁝
五
引
後
燕
錄
︑
通
鑑
一
一
二
均
謂
段
璣
與
秦
興
︑
段
泰
共
同
殺
盛
︐
則
作
﹁
段
璣
﹂
者
是
︐
今
從
殿
本
︒
盛
叔
⁝

こ
の
よ
う
に
﹁
並
斉
﹂﹁
共
同
﹂
の
用
例
は
確
認
で
き
る
が
︑
こ
こ
の
箇
所
を
﹁
ム
タ
﹂
と
訓
じ
ら
れ
る
場
合
の
条
件
︵
名
詞
＋
之
＋
ム
タ
︶
に
合

わ
な
い
た
め
︑
本
研
究
の
検
討
対
象
か
ら
外
す
︒

釋
清
潭
︵
一
九
二
八
︶﹃
懐
風
藻
新
釋
﹄
丙
午
出
版
社

杉
本
行
夫
︵
一
九
四
三
︶﹃
懐
風
藻
﹄
弘
文
堂
書
房

齋
籐
晌
︵
一
九
五
六
︶﹃
日
本
漢
詩
･上
代
篇
﹄
元
々
社

小
島
憲
之
校
注
︵
一
九
六
四
︶﹃
日
本
古
典
文
学
大
系
・
懐
風
藻

文
華
秀
麗
集
本
朝
文
粋
﹄
岩
波
書
店

︵

︶
山
崎
福
之
︵
一
九
九
三
：﹁
万
葉
集
に
お
け
る
漢
語
と
表
記
︱
文
字
表
現
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂﹃
万
葉
集
と
漢
文
学
﹄
汲
古
書
院
︶
を
参
照
の
こ
と
︒

22
︹
附
記
︺小

論
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
︑
毛
利
正
守
先
生
を
は
じ
め
す
る
諸
先
生
方
の
ご
指
導
と
ご
教
示
を
賜
っ
た
︒
末
尾
な
が
ら
︑
こ
こ

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
︒

︵
き
む

よ
ん
ふ
ぁ
・
皇
學
館
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
国
文
学
専
攻
︶

共
与
︵
ム
タ
︶
攷
︵
金
︶
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